
[  導入事例 ]

わずかな工数で、
セキュアな「SMS認証」を実装
150万DL※を誇る人気アプリ開発を
Twilio Verifyがサポート

認証機能の開発を最小限に抑え、UX/UIへのこだわりを追求。
同じ認証方法を複数サービスで導入し、スケーラブルな展開も可能に

※2021年2月現在

若き天才起業家として注目を集める山内奏人が代表を務め、次々と新たなサービスを展開するWED株式会社。同社が開発

した代表的なモバイルアプリ『ONE』は、レシートを撮影するだけで現金がもらえるという画期的なサービスを提供しています。

その他にも、精算レシートを読み取るだけで、売上報告ができる商業施設売上管理ソフトウェア『Zero』、寄付アプリ『dim.』の

開発・運営など、消費に関する多角的な事業を展開しています。

[ WED株式会社 ]
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■ 本社所在地

2016年5月26日
■ 設立

レシート買取アプリ「ONE」事業、商業施設向け
売り上げ管理ソフトウェア「Zero」事業など

■ 事業内容

斬新な価値転換で人気を博す
レシート買取アプリ『ONE』

お財布に溜まるレシートが、すぐにお金に換わるというユニークな発想を
形にした『ONE』。同社リードエンジニアとして開発の中心を担う丹俊貴氏
に、その魅力を伺いました。
「私たちがユーザーに提供したいのは、お買い物が楽しくなる体験です。
『ONE』はレシートをスマホのカメラで読み取るだけで、瞬時にお金やチ
ケットに換えることができます。思い立ったらすぐに試せるよう、アプリのDL
からレシートがお金にかわるまで、わずか30秒～1分というスムーズな操作
性とシンプルさにこだわりました。このサービスはすぐさま反響を呼び、ロー
ンチ翌日には約11万DLと予想を大幅に超える結果を出しています。」
「一般的には不要なものとして捨てられてしまうことが多いレシートです
が、1件1件にはその人
の消費行動が現れてい
ます。レシート情報に
ユーザー属性が加わる
ことで貴重なマーケ
ティングデータとなり、
有効なプロモーション
を生み出すための価値

日～1 2
リードエンジニア　丹 俊貴氏
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14か国に24のオフィスを展開しているTwilio

GLOBAL SCALE, 
GLOBAL PRESENCE

Twilioはビジネスコミュニケーションの未来を切り開き、Web、デスクトップ、モバイルソフトウェア

への電話、VoIP、メッセージングの統合を可能にします。全世界で数百万人の開発者が、Twilioを

使用してコミュニケーションの魔法を紡ぎ出し、ヒューマンエクスペリエンスを改善しています。

Twilio Japan

あるツールとなるのです。現在ではこのデータを企業向けに活用し、保有する購買データを提供する「データベース」、明細書や画像
など特定のデータを収集できる「コレクション」、ターゲットを絞り込み広告・販促を行う「プロモーション」などを展開しています。」

〒151-0051
東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-27-5　リンクスクエア新宿 16F www.twilio.com/ja

「おかげ様で各サービスは順調に成長しており、MAUも大きく伸びています。お買い物がさらに楽しくなる体験を発展させていくた
めに、『ONE』ではメディアニュース機能をβ版として提供。レシートをもらった後だけでなく、もらう前の『消費』を促すための取り
組みなどを進めています。」
「また2020年には丸井グループと共同開発した売上管理ソフトウェア『Zero』、2021年3月には『dim.』という新たなプロダクトをリ
リースしました。『dim.』は手軽に寄付ができるアプリで、寄付先とプランを選定して支払情報を入力した後、SMSに届いたメッセー
ジから支払いを完了するのですが、このSMSでのメッセージングにはTwilioのAPI（Programmable SMS）を使用しています。SMS
を使った開発は技術的な難易度が高いのですが、Programmable SMSはもともと認証で使用していたVerifyとコードの書き方が
近く、導入はとてもスムーズでした。ひとつのサービスを利用していれば、他の開発でも応用しやすい点もTwilioの魅力ですね。
今後は『ONE』『Zero』を中心としたサービス同士を徐々に繋げていき、より良いユーザー体験を作っていきたいと考えています。」

新たなサービスを追加・拡充し
より楽しい消費体験を生み出す

そんな人気アプリ『ONE』をはじめ、同社が提供するその他のサービスでもTwilio Verifyを使ったSMS認証が採用されています。
なぜTwilioだったのか、その理由を丹氏はこう振り返ります。
「なるべく早くアイデアを検証したかったので、スピード感を持ってリリースすることを目標にしていました。かつUI/UXデザインは
開発において特に重視していたポイントで、とにかく使っていて気持ちの良いものを目指しました。細かなインターフェースのデザイ
ンやアニメーションの滑らかさなどには最大限こだわり、丁寧に作り込んでいます。この点は、『ONE』が同様のサービスと一線を
画す決め手のひとつになると考えていたため、逆に認証をはじめとしたそれ以外の機能については、できるだけ工数をかけずに開
発したかったんです。」
「まず、開発に使っていたRubyと親和性が高いものを探しました。TwilioはRubyのクライアントライブラリが提供されており、ド
キュメントも充実しています。実際、認証機能に関してはわずか1～2日ほどで実装が完了しました。他にもいくつかのサービスを検
討しましたが、グローバルでもっとも使われているという信頼感と実績の多さ、開発のしやすさからTwilioを選びました。コード量
が少なく簡単に実装できるだけでなく、API keyを本番用とテスト用に分けて使うことが容易にできるので、テスト環境を作りやす
い点もいいですね。当時は到達率や料金についてはあまり重視していませんでしたが、現状も大きな問題なく運用できており、とて
も満足しています。」
また、そもそもなぜ「SMS認証」を選択したのかについては、今後の展開を見据えてのことだったと言います。
「携帯電話番号にワンタイムパスワードを送るSMS認証は、本人認証としての安全性が高く、携帯電話を持っている人なら誰でも
手軽に利用することができます。今後様々なプロダクトを構想していくうえで、汎用性が高いことは必須でした。また、電話番号とい
うユーザー固有の認証ツールを使うことで、もしそれらのサービスを連結させたいと考えた際にも、容易に情報を統合することが
できます。」

「こだわり」に集中するため
認証機能にかけるリソースは最小限に


